· 事業名　　櫓山荘の模型復元にむけて実施調査活動

	活動のテーマ
	北九州建築文化の継承



	主旨


	聞き取り調査・スケッチに拠る図面精度の向上

　・「洗面所と台所間に窓があった。」等

図面と写真の整合性

　・屋根勾配と小屋組みの確認



	まちづくりその効果


	基礎試掘による成果（写真・スケッチでは検証できない部分）

　・浴室廻りの間取り確定（焚き口セットバックと思っていた。）

　・洗面所と台所の窓位置の確定（どんな形か検討が付かなかった。）

　・階段位置の確定（巾が確定してほっとした。）

　・玄関位置の確定（試掘前は間口が狭かった）

　・北東の出窓位置の確定（写真では奥行きが掴めなかった。）

　・暖炉の基礎により位置の再確認（煙突の基礎は意外だった。）

模型作成の成果

・立面作成時より不安だった東西と南北の棟高さの関係が立証できた。

　・南側の桁落としは強引な屋根伏と思っていたが模型による検証で

　　バランス良く納まっていたので歓喜した。

・階高は残存している擁壁を参考にしたがバランス良く納まっているとおもいます。

『櫓山荘祭り』にパネル展示・現地試掘説明等により、一般市民や地元の子供達とともに文化の再認識を行った。又、其の事により地域に貢献する事が出来た。
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＜写真貼付　1枚～2枚＞
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↑基礎試掘全景

面の屋根形状を模型により検証→

